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《巻頭言〉博物館入館者25万人達成にあたり
博物館長杉原　重夫
　アカデミーコモン内に新たに設置された明治大学博物館も、開館して5年目を迎え、昨年の12E　9日、
開館以来25万人目の入館者をお迎えしました。これも教職員や博物館友の会をはじめ、多くの方々の
ご協力をいただいたおかげであると深く感謝いたします。本年の1月8日よりは、開館時間を30分延長し、
17時までといたしました。これまでの伝統を受け継いだ“個”を大切にした博物館として、今後とも
出来るだけ多くの入館者に関心を持っていただけるよう、展覧会や教育普及事業を企画してまいりた
いと存じます。
　さて、2007年度の特別展企画は、明治大学博物館・明治大学考古学研究室主催「ガウランド日本考
古学の父」（5．月19日～7月1日）と明治大学博物館主催「明治大学所蔵村絵図の世界故郷の原風景を歩く」
（9月14日～12E　4日）の2本でした。翌2008年度も明治大学国際日本学部開設を記念した特別展「『クー
ル・ジャパン』を科学する　世界が注目する日本文化一」（5．月4日～5．月29日）と「氷河時代の山をひ
らき海をわたる一日本列島人類文化のパイオニア期一」（10月10日～12月12日）を春秋に開催していま
す。学部との共同事業、外部の研究者や卒業生との連携、学芸員渾身の研究成果の発表、と様々なカラー
の特別展が実現しましたが、博物館主催の展覧会以外にも学内外の諸機関との共催による展覧会が開
催されました。中でも、小栗上野介顕彰会・千代田区神田駿河台西町会主催による「お帰りなさい！
駿河台へ小栗上野介企画展」（4月4日～27日）は、地域密着型の展覧会という、これまた新しい企画
として実現し、3週間余の会期中約5千人の方々にご入場いただいたほか、来賓として、元首相の中曽
根康弘氏、徳川家第18代当主徳川恒孝氏をお迎えすることができました。また、2006年度に博物館分
館となった「明治大学黒耀石研究センター」（長野県小県郡長和町）では、「長和町立星くずの里鷹山
黒耀石体験ミュージアム」と連携した特別展「黒耀石の流通を支えた長和の遺跡」（8．月30日～9月30日）
も開催されています。今後も、展覧会の開催にあたりましては、博物館の総力を挙げて企画を作って
ゆきたいと考えています。
　長和町と言えば、2007年度からは明治大学地域連携講座「長和町民大学」が始まり、これまでの2ヵ
年の講座に対し募集人数を超えた町民の方々の聴講希望がありました。さらに2009年度には、文部科
学省委託事業『社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム』が行われます。この事業では、地
方活性化のために町民の方々の社会参加を促すことを目的に、「街道」をテーマとして黒曜石が運ばれ
た道と中山道についてプログラムが開催されます。明治大学リバティアカデミーと博物館の共同によ
る社会連携事業として皆様のご支援をお願い致します。
　こうした展覧会の開催や教育普及事業の基盤となるのが調査・研究活動です。その研究機能を充実
するために、2007年度からは専任教職員に、また、2008年度は学外の研究者にも加わっていただき、
博物館を研究活動の場として利用していただくよう研究調査員制度を整備して参りました。これまで
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に学内3人、学外4人の方に就任していただきました。この制度の活用によって博物館における研究活
動がますます活性化することを望みます。学術研究の最新成果を社会に還元することこそ、大学博物
館として最大の特色であり、多くの方々とその成果を分かち合いたいと考えます。それに向け、さら
なる発展を目指して館員一同まい進してゆきたいと存じますので、今後とも宜しくご支援の程、お願
い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文学部教授／すぎはら　しげお／自然地理学）
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